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幼稚園・小学校と交流給食を実施しました

幼稚園・小学校へ地元の魚を使った給食食材を提供（今年度２回目）

10月４日（金）、海洋資源科食品経済コース３年生が宮津市内の幼稚園、小学校を訪問し、給食を一緒にいた

だきながら交流しました。当日の献立（ヤナギのピリ辛ソース）には、本校生徒が実習で一次加工したヤナギ
（サワラの幼魚）の切り身が使用されました。

自分たちが加工した食材を提供することは、地産地消や食の安心・安全への意識を高めることにつながってい
ます。また、幼稚園児、小学生との交流を通して、生徒たちは人間的にも大きく成長しています。

１年次には全員が海洋学科群として水産の基礎等について一律に授業を受け、

２年次より希望進路等に応じ５つの学科・コースに分かれます。

海洋資源科食品経済コースでは、水産食品の製造、品質管理、安全管理に関

する基礎的な知識と技術の習得を基本とし、情報処理技術を活用し、食品の加

工・流通を合理的に行う人材を育成します。

学びの成果を発表することも兼ね、定期的に「高校生レストラン」を実施し

ています。多くの方々に御利用いただき、好評をいただいております。
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